
4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

28 60,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

29
36,000

(医療費控除等追加
により、年税額が減)

10,000 10,000 10,000 2,000 2,000 2,000 10,000 10,000 10,000 2,000 2,000 2,000

30 60,000 2,000 2,000 2,000 18,000 18,000 18,000
6,000
(※1)

6,000
(※1)

6,000
(※1)

14,000
(※2)

14,000
(※2)

14,000
(※2)

31 60,000 18,000 18,000 18,000 2,000 2,000 2,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

※2　計算方法　{60,000円(年税額)-18,000円(仮徴収税額)}÷3＝42,000円÷3＝14,000円(10月、12月、2月の特別徴収税額)

※1　計算方法　{36,000円(前年度分の年税額)×1/2}÷3＝18,000円÷3＝6,000円(4月、6月、8月の仮特別徴収税額)

(例)年税額が60,000円の場合の公的年金からの特別徴収税額

⇒現行の制度では一度、年税額に変更があると、徴収税額のばらつきが解消されないのに対し、改正後では平準化がはかられています。

年度

現行の制度 改正後

年税額 仮特別徴収税額 特別徴収税額

単位：円

仮特別徴収税額 特別徴収税額

　この例では、平成29年度のみ、医療費控除等の追加により年税額が36,000円に下がった場合に、現行の制度と改正後で特別徴収税額がど
うなるかを示したものです。


